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有田市消防団

　団長　桑原　清喜　氏
くわはら きせい

初島分団　団員

　黒﨑　功　氏
くろさき いさお

初島分団　団員

　黒﨑　大祐　氏
くろさき だいすけ

Ｑ　
消
防
団
の
役
割
や
強
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
団
員
は
本
業
を
も
ち
な
が
ら
、
自
分
た

ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
守
る
使
命
感
を
も

ち
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
地
域
密
着
の
た
め
、
住
民
と
の
つ

な
が
り
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
地
形
な
ど
も

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
把
握
し
て
い
る
の
で
即
時

に
対
応
が
で
き
ま
す
。
人
数
が
多
い
こ
と
も
強

み
で
す
が
、
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、
人
員

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て
近
年
は
ど
ん
な

傾
向
が
あ
り
ま
す
か
？

　

私
が
消
防
団
員
に
な
っ
た
30
年
前
は
火
災
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
火
災
の

発
生
件
数
は
減
り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
浸
水

や
川
の
氾
濫
な
ど
自
然
災
害
に
対
応
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
消
防
団
の
活
動
場
面
も

多
様
化
し
、
地
域
防
災
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ　
消
防
団
の
今
後
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
？

　

安
心
安
全
な
有
田
市
を
め
ざ
し
、
地
域
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
市
民
の
方
々
と
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
父
も
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
昭
和
58
年
に
入
団
し
、
当
時
は
火

災
も
多
く
、
消
防
か
ら
の
直
通
電
話
が
入
れ

ば
、
火
災
を
知
ら
せ
る
た
め
、
夜
中
に
詰
所

に
走
っ
た
り
す
る
な
ど
家
族
総
出
で
対
応
し

て
い
ま
し
た
ね
。
最
近
は
火
災
が
少
な
く
、

現
場
の
経
験
を
積
む
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

火
災
が
少
な
い
の
は
良
い
こ
と
な
ん
で
す
が
、

火
を
消
す
技
術
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
、
出
初
め
式
で
ピ
シ
ッ
と
動

い
て
い
る
父
の
姿
を
見
て
か
っ
こ
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
若
手
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
５
年
前
に
入
団
し
、

入
っ
て
す
ぐ
に
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
に
取
り

組
ん
で
県
の
大
会
で
優
勝
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
訓
練
を
し
っ
か
り
し
て
、
い
ざ
と
い

う
時
に
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
る
よ

う
に
備
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

求められる、地域防災力の強化

父子として同志として

あなたの力をまちの力へ

市内在住の18歳以上で健康
な方！
みんなのまちを一緒に守り
ましょう！
お待ちしております！
　　　　　消防本部
　　　　　　　　℡ 83-3119

【消防団員数】　243名（定数：250名）
【消防団数】　7分団
【消防団１年の主な流れ】

１月　出初め式
３月　春の火災予防週間

　　　　　一般家庭立入り検査
　　　　　消火栓の点検

６月　有田市消防総合訓練
　　　　　水防訓練

７月　夜間災害対応訓練
９月　消火栓の点検

１０月　消防フェスティバル
１１月　秋の火災予防週間
１２月　年末警戒 女性団員も募集中☆

消防団員　募集！！消防団員　募集！！

申・問
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地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

熱
い
想
い
で
ま
ち
を
守
る

有
田
市
消
防
団

消
防
団
の
あ
ゆ
み

　

消
防
団
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
に

徳
川
吉
宗
が
、
江
戸
南
町
奉
行
の
大
岡
越
前

守
に
命
じ
、
町
火
消
「
い
ろ
は
四
十
八
組
」

を
設
置
さ
せ
た
こ
と
が
今
日
の
消
防
団
の
前

身
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
30
年
に
消
防
組
織
が
公
認
さ
れ
、
有

田
市
で
は
、
昭
和
31
年
の
市
制
施
行
に
伴
い
、

名
称
が
「
有
田
市
消
防
団
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
に
は
、
消
防
団
の
歴
史
を
築
か
れ

た
先
人
と
団
員
の
方
々
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

消
防
団
最
高
の
名
誉
で
あ
る
、
日
本
消
防
協
会

特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
を
受
賞
し
た
他
、
近
年

で
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
平
成

24
年
、
平
成
26
年
に
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

で
優
勝
す
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
く

の
か
み が

わ
よ
し
む
ね

お
お
お
か

ぜ
ん

え
ち
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祝！新成人

　１月７日（日）、紀文ホールにおいて平成30年有田市
成人式を開催しました。本市では今年、男性153名、女
性157名計310名の新成人が誕生しました。
　市民会館ロビーは開場前から着飾った新成人でにぎわ
い、互いの再会を喜びあっていました。式典の最後には
スライドショーが流れ、幼い頃の自分の姿や懐かしい恩
師、まちの人々からの応援メッセージに、会場の新成人
は歓声をあげるなど、大いに盛り上がりました。

安心・安全を願って

　１月14日（日）、有田市消防出初め式を開催し、消防
団員や消防職員など消防関係者が集まりました。紀文
ホールでは、長年勤められた団員や優良団員等に対し、
表彰を行い、続いて新たに入団した３名の団員紹介を行
いました。
　有田川河川敷では、見学者が見守る中、有田川に向け
一斉放水をし、今年の災害が少ないことを祈願しまし
た。

有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

大西 福樹さん
おおにし ふ う き

子どもたちを笑顔
(＾^ )にできる先生に
なる！

幸せな家庭を築き
たいです！

有田みかんを世界
に広めていきます。

一人前のパティシエ
になる。

信頼される学校の
先生になりたい。

中林 千陽さん
なかばやし ち は る

中野 友梨香さん
なか の ゆ り か

石井 佑典さん
いし い ゆうすけ

宮崎 那智さん

新
成
人
抱
負

新成人による司会

晴れ着に身を包んで

再会を喜ぶ新成人

新成人 誓いの言葉

【お詫びと訂正】1月号5ページに掲載しました第47回有田市オレンジマラソン大会の結果について誤りがあ
　　　　　　　　りました。お詫びして訂正いたします。正しくは次のとおりです。小学1～3年生男子・女
　　　　　　　　子の部【誤】1.7㎞→【正】1.4㎞　小学4年生男子・女子の部【誤】1.7㎞→【正】2.0㎞

みやざき な ち
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学校を飛び出し、矢櫃でカフェ

　12月23日（土）、矢櫃地区の「くらしちゃる矢櫃」
で箕島高校商業部の学生による「箕高カフェ」が開催さ
れました。これは「地域の方々と交流することにより、
生徒の人間性を高めていこう」という取り組みの中で企
画されました。多くの住民が訪れる中、慣れないながら
も一生懸命接客し、「地元の人と交流しながら、ひとつ
のことをやりとげられて良かった」と話していました。

あっ！と驚く科学の力

　１月11日（木）、紀文ホールにて「おもしろサイエン
スショー＆サイエンスコンサート」が市内小学生を対象
に開催されました。科学実験をわかりやすく紹介するサ
イエンスインストラクターのもと、子どもたちも舞台に
上がって一緒に様々な実験を行い、科学の力を体験しま
した。また、音楽に合わせた空気砲の発射に、子どもた
ちは歓声をあげ、大いに盛り上がりました。

伝統をつなぐ

　矢櫃地区をひらかせたとされる徳川頼宣の法要を営む
行事「お日待ち」が１月７日（日）に行われました。こ
の行事の一環で行われる「裸参り」は、海中に入って心
身を清め、揃って南龍神社に参詣するもので、約30年
途絶えていたものが昨年復活しました。今年は昨年より
も参加者が増え、住人などが見守る中、男性17名が冷
たい冬の海に入り、身を清めました。

こども
スマイ

ル 月生ま
れ2

4月生まれの
　お子さん（就学前）募集中♪

元気い
っぱい

のお子
さんを

紹介し
ます！

氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセー
ジ（50字以内）を添えてお申込みください。
※応募多数の場合は抽選
※宛先は裏表紙参照
申込方法/ 郵便・メール・持込
締切/２月末日
　　　　秘書広報課（内線 205）申・問

柳本 智咲ちゃん
さきやなぎもと ち

（１歳）
石垣 結菜ちゃん

がき ないし ゆい

（１歳）
みかんが大好き！これから
もお姉ちゃんと仲良く元気
に育っていってね♪

尾藤 絢音ちゃん
とう ねび あや

（４歳）
４歳の誕生日おめでとう♡いつ
も笑顔の絢音ちゃん♪これから
も元気いっぱい育ってね♡

結菜の笑顔が家族を幸せにして
くれます♡
笑顔いっぱいの思い出これから
もたくさん作っていこうね!!

のぶよりがわとく

りゅうなんそろ
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の
中
で
、頻
度
の
高
い
23
種
類
の
肺
炎
球
菌
を
混

合
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。（
任
意
接
種
で
は
８
千
円
程
度
必
要
で
す
。）

　

な
お
、
過
去
５
年
以
内
に
23
価
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
方
は
、
疼
痛
等
の
副
反
応
が
多
く
発

生
す
る
た
め
再
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

接
種
歴
の
あ
る
方
は
接
種
対
象
外
で
す
。

対
象
者

①
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30
年
４
月
１
日

の
間
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、95
歳
、
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
方（
こ

の
年
齢
の
方
が
公
費
負
担
で
接
種
で
き
る
の

は
、
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
）

②
60
歳
〜
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
等
に
病
気
が
あ
り
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
方

接
種
料
金　

２
，
５
０
０
円

※

生
活
保
護
受
給
の
方
は
無
料
で
す
。

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82
ー
３
２
２
３

　

風
し
ん
予
防
接
種
を
希
望
の
方
に
、
一
万
円

を
上
限
と
し
て
接
種
料
金
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
希
望
の
方
は
、
接
種
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

接
種
対
象
者

　

有
田
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
で

①
妊
娠
を
予
定
し
て
い
る
女
性

（
満
19
歳
〜
50
歳
未
満
）

②
妊
婦
の
夫

助
成
期
間　

３
月
末
ま
で

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82
ー
３
２
２
３

■
国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
の
口
座
振
替
が
お

　
ト
ク
で
す
！

問問
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業

国
民
年
金
に
つ
い
て

　

マ
ツ
ゲ
ン
有
田
球
場
付
近
（
男
浦
）
か
ら
山

地
に
か
け
て
の
有
田
み
か
ん
海
道
（
全
線
）
で

は
一
般
車
両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何

卒
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
11
日
（
日
）

９
時
15
分
〜
11
時
30
分
過
ぎ

※

男
浦
・
女
の
浦
方
面
に
つ
い
て
は
迂
回
路
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
１
）

　

肺
炎
球
菌
性
肺
炎
は
成
人
肺
炎
の
25
〜
40
％

を
占
め
、
特
に
高
齢
者
で
の
重
篤
化
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、肺
炎
球
菌
の
90
種
類
以
上
あ
る
血
清
型

『
２
０
１
８
有
田
み
か
ん
海
道
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
規
制

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で
前
納
し
た

場
合
、
納
付
書
等
で
前
納
す
る
よ
り
も
割
引
額

が
大
き
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替
に
加

え
て
現
金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
つ
い

て
も
、
二
年
前
納
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
口
座
振
替
お
申
し
込
み
方
法
】

　

金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
国
保
年
金
係
へ
預

金
通
帳
・
金
融
機
関
届
出
印
・
年
金
手
帳
か
納

付
書
を
持
参
の
上
、
２
月
末
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る

ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満

額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い

場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
け
取
り
に
必
要
な
資
格
期
間
が
25

年
か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

■
追
納
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ

れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
や
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
方
な
ど
が
該
当
す
る
「
法
定
免
除

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
納

付
猶
予
制
度
」や
学
生
の
方
を
対
象
と
し
た「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
を

受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
場
合
よ
り
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に
も
、

追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
の

承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
保
険
料
は
、
先
に
経
過
し
た
月
の
分
か

ら
順
次
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

℡
０
７
３
ー
４
４
７
ー
１
６
８
８

　

健
康
課 

（
内
線
５
１
６
）

■
年
金
相
談

　

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
出
張
相
談
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
１
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

市
役
所
３
階
第
１
会
議
室

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡
０
７
３
ー
４
４
７
ー
１
６
６
０

　

有
田
都
市
計
画
臨
港
地
区
の
変
更
を
行
い
ま

す
の
で
、都
市
計
画
案
に
つ
い
て
縦
覧
し
ま
す
。 

案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は
、縦
覧
期
間
中
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
の
名
称　

有
田
都
市
計
画
臨
港
地
区

（
和
歌
山
下
津
港
臨
港
地
区
）

縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間

　

２
月
６
日
（
火
）
〜
２
月
20
日
（
火
）

縦
覧
場
所
・
提
出
先
・　

　

県
庁
都
市
政
策
課

℡
０
７
３
ー
４
４
１
ー
３
２
３
１

　

市
役
所
建
設
課
（
内
線
３
３
１
）

問

問

臨
港
地
区
変
更
に
関
す
る
都
市
計
画
案
の
縦
覧

問

申
・
問

と
う
つ
う

有田大橋 安諦橋
有田川

立神社

市役所

警察署

N

JR紀勢本線
JR紀勢本線

　至和歌山

展望台、東屋付近
ウォーキングの部
折返し（3.5km）地点

42

42
480

箕島駅

市立病院スタート・
ゴール地点

親子マラソンの部
折返し（1km）地点

至湯浅　
至湯浅　

マラソンの部
折返し（5.0km）地点

P
有田みかん海道

駐車場・大会本部・受付
通行規制区間 マラソンコース全線（マツゲン有田球場）

コース及び会場周辺図
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Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【平成30年1月 1日現在】 人口28,740人（前月比-31人）

男　13,681人　女　15,059人
世帯数　11,833戸

馬谷　颯太

港小６年

児嶋　完太

保田小６年

宮﨑　彰

保田小６年

森　駿士

港小６年

山本　久記

港小５年

弓中　晴貴

箕島小５年

上田　蘭菜

箕島小６年

児嶋　蒼

宮原小５年

佐原　花音

保田小６年

林　誉星

保田小５年

森下　青空

初島小６年

由良　沙優

初島小６年

鹿嶋　哲稔

桐蔭中１年

小谷 隼之介

文成中１年

芝辻　晴裕

保田中３年

田ノ本　稜

保田中２年

豊田　康介

文成中２年

豆塚　空

保田中３年

宮﨑　眞

保田中３年

弓中　大士

箕島中１年

石井　佐和

箕島中１年

伊集院 未帆

文成中２年

川乘 沙也花

箕島中３年

男子キャプテン

女子キャプテン

橋中 美來璃

箕島中２年

細野　実由

箕島中２年

御前　絢加

箕島中２年

山本 じゅれ

箕島中１年

山本　実那

文成中２年

第17回和歌山県市町村対抗
ジュニア駅伝競走大会

日時　2/18〈日〉ＡＭ11：00～11：00～
コース　紀三井寺公園陸上競技場～

和歌山県庁前
紀三井寺公園陸上競技場～
和歌山県庁前

第17回和歌山県市町村対抗
ジュニア駅伝競走大会

日時　2/18〈日〉ＡＭ
コース　

平
成
29
年
度

固
定
資
産
税
（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
８
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
８
期
）

介
護
保
険
料
（
第
８
期
）

納
期
限
は
２
月
28
日（
水
）で
す
。

選手紹介
監督　前田　悦雄

小学男子・小学女子・中学男子・
中学女子　五十音順・敬称略

だ えつ おまえ

うまたに そう た

こ じま かん た

みやざき あきら

もり はやと

やまもと ひさ き

ゆみなか はる き

うえ だ らん な

こ じま あおい

さ はら か のん

はやし ほまれ

ゆ ら さ ゆ

もりした そ ら

か しま さとし

こ たに のじゅん すけ

しばつじ はるひろ

た の もと りょう

まめつか そら

とよ だ こうすけ

みやざき なお

ゆみなか たい し

いし い さ わ

い じゅういん み ほ

はしなか み く り

かわのり やさ か

ほそ の み ゆ

みさき あや か

やまもと

やまもと み な
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広告

　

有
田
周
辺
広
域
圏
事
務
組
合
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
潮
光
園
で
は
、
介
護
職
員
（
臨
時
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（http

：//w
w
w
.aridakouiki.jp/

）

　
　

潮
光
園　

℡
63
ー
３
３
８
１

〜S
tand

　by

　M
e

　

武
庫
川
渓
谷
・
廃
線
の
道
〜

　

10
月
開
催
の
歩
こ
う
会
が
台
風
の
た
め
延
期

に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
を
再
募
集
し
ま
す
! !

日
時　

３
月
25
日
（
日
）

　

市
役
所
前
を
７
時
30
分
に
出
発

コ
ー
ス　

兵
庫
県
西
宮
市

塩
瀬
中
央
公
園
〜
武
田
尾
温
泉　

約
７
㎞

○
旧
国
鉄
福
知
山
線
の
線
路
の
上
を
歩
き
ま
す
。

　

途
中
ト
ン
ネ
ル
や
鉄
橋
が
あ
り
ま
す
。

○
ゴ
ー
ル
付
近
の
広
場
や
河
原
で
昼
食
を
と
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
。

※

弁
当
・
飲
料
・
懐
中
電
灯
（
ト
ン
ネ
ル
を
歩

く
た
め
）は
必
ず
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

申
込
期
間　

２
月
７
日（
水
）〜
２
月
26
日（
月
）

※

土
・
日
は
除
く

申
込
先　

市
役
所
４
階　

生
涯
学
習
課

※

電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

定
員　

先
着
90
名

※

定
員
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

申
込
の
際
に
参
加
費
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

◎
小
学
生　

１
，
０
０
０
円
（
先
着
20
名
限
定
）

◎
一
般　
　

４
，
０
０
０
円

第
76
回
歩
こ
う
会

※

小
学
生
は
必
ず
保
護
者
と
一
緒
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
保
護
者
１
名
に
対
し
小
学
生

は
２
人
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

※

参
加
料
は
一
時
預
か
り
後
、
バ
ス
会
社
に
支

払
い
ま
す
。

　
　
　
　

生
涯
学
習
課
（
内
線
５
１
１
）

日
時　

３
月
26
日
（
月
）

８
時
出
発　

17
時
30
分
帰
着
予
定

行
き
先　

エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ 

オ
ー
ビ
ィ
大
阪

集
合
場
所　

有
田
市
役
所
前

申
込
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
（
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

幼
児
１
，
０
０
０
円 

　

小
・
中
学
生　

２
，
５
０
０
円 

　

大
人
（
高
校
生
以
上
）　

３
，
５
０
０
円 

※

参
加
費
に
は
入
館
料
・
バ
ス
代
・
保
険
料
な

ど
を
含
み
ま
す
。
た
だ
し
、
昼
食
は
各
自
で

お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
間　

２
月
16
日（
金
）〜
２
月
28
日（
水
）

８
時
30
分
〜
17
時

※

土
・
日
は
除
く

申
込
先　

市
役
所
４
階　

生
涯
学
習
課

※

電
話
で
の
申
込
は
受
付
ま
せ
ん
。

持
ち
物　

参
加
費
・
印
鑑

定
員　

先
着
40
名

　
　
　
　

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
９
６
）

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
よ
る
物
品
販

売
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
・
押
し
花
・
こ
け
玉
等

の
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
12
日
（
月
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

有
田
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ア
レ
ッ
ク

　
　

有
田
振
興
局
健
康
福
祉
部℡

64
ー
１
２
９
４

開
催
日　

２
月
17
日
（
土
）

※

９
時
〜
特
産
品
・
農
産
品
販
売

　

９
時
30
分
〜
鮮
魚
販
売
入
場
整
理
券
配
布

　

10
時
〜
鮮
魚
販
売
（
売
切
れ
次
第
終
了
）

※

天
候
不
良
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
、
テ
レ

ビ
和
歌
山
ｄ
ボ
タ
ン
（
市
町
村
情
報
）
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

有
田
の
お
父
さ
ん
、
お
子
さ
ん
と
ふ
れ
あ
っ

て
い
ま
す
か
？
今
回
の
《
親
こ
み
ゅ
》
は
、〝
父

親
の
育
児
〞
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

　

普
段
ご
家
庭
で
は
出
来
な
い
よ
う
な
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
遊
び
を
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
17
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

場
所　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

１
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
そ
の
父
親

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

講
師　

木
下
栄
一
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー

リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
関
西
）

演
題　
『
ア
リ
ダ
デ
ィ
に
な
ろ
う
！

〜
パ
パ
と
い
っ
し
ょ
に
ワ
イ
ル
ド
あ
そ
び
〜
』

申
込　

２
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課

ま
た
は
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
、
電

話
等
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
参
加
無
料
）

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
託
児
（
１
歳
未
満
）
も
受
付
け
ま
す
の
で
、

申
込
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
　

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
９
６
）

問

問問

春
の
遠
足

箕
島
漁
港
と
れ
ピ
チ
朝
市

家
庭
教
育
支
援
講
座
《
親
こ
み
ゅ
》

イ
ベ
ン
ト

有
田
地
方
障
害
児
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ

募
　
集

介
護
職
員
（
臨
時
）
募
集

申
・
問

申
・
問

し
た

き
の

え
い
い
ち
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※

会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
受
付
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

「
土
地
・
建
物
・
株
式
等
を
売
却
さ
れ
た
所

得
」・「
贈
与
税
」
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

は
、②
の
会
場
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
①
・

③
の
会
場
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
）

※

収
支
内
訳
書
の
作
成
、
青
色
申
告
、
分
離
所

得
の
申
告
、
住
宅
関
連
の
控
除
申
告
等
に
つ

い
て
は
①
ま
た
は
②
の
会
場
に
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
③
の
会
場
で
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
）

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
（
１
）
父
母
（
２
）
孫
（
３
）

兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し

て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
に
よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

族
（
甥
、
姪
等
）

※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
の
生
計
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

請
求
期
間　

４
月
２
日
（
月
）
ま
で

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名

国
債

　
　

福
祉
課
（
内
線
３
２
５
）

　

小
型
家
電
の
中
に
は
、貴
金
属
、鉄
、ア
ル
ミ
、

レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
多
く
の
貴
重
な
金
属
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
４

月
１
日
よ
り
市
内
３
ヶ
所
（
市
役
所
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
、
福
祉
館
な
ご
み
）
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
、
無
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
使
用
を
終
え
た
小
型
家
電
の
回
収

に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
で
き
る
も
の
は
、

縦
15
㎝×

横
30
㎝
ま
で
の
も
の
に
限
ら
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
４
月
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

生
活
環
境
課

　
（
内
線
２
２
９
）

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
等

①
印
鑑
・
筆
記
用
具

②
所
得
に
関
す
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
《
給
与
・

年
金
》、
事
業
に
関
す
る
収
支
明
細
書
、
支

払
調
書
な
ど
）

③
所
得
控
除
に
関
す
る
書
類
（
医
療
費
控
除
の

明
細
書
・
領
収
書
等
、
社
会
保
険
料
等
控
除

証
明
書
、
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
等
の

控
除
証
明
書
、
寄
付
金
の
受
領
書
な
ど
の
各

種
証
明
書
）

④
前
年
分
の
申
告
書
の
控
え

⑤
還
付
申
告
の
場
合
、
本
人
の
口
座
番
号
の
わ

か
る
も
の
（
通
帳
等
）

【
要
注
意
】医
療
費
通
知
を
添
付
す
る
場
合
、医

療
費
控
除
の
明
細
の
記
入
は
省
略
可
能
。た

だ
し
、被
保
険
者
の
氏
名
、療
養
を
受
け
た
年

月
・
氏
名
・
病
院
等
の
名
称
、被
保
険
者
が
支

払
っ
た
医
療
費
の
額
、保
険
者
の
名
称
が
す
べ

て
記
載
さ
れ
た
医
療
費
通
知
の
み
が
対
象
。

◎
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
に
つ
い
て

　

申
告
書
に
は
本
人
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。
配
偶
者
控
除
・

扶
養
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
控
除
対
象
者
の

個
人
番
号
の
記
載
も
必
要
で
す
。

　

申
請
書
類
を
提
出
す
る
際
に
は
本
人
確
認
書

類
の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

■
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　

申
告
・
納
期
限　

３
月
15
日
（
木
）

　

振
替
日　

４
月
20
日
（
金
）

■
個
人
事
業
主
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　

申
告
・
納
期
限　

４
月
２
日
（
月
）

　

振
替
日　

４
月
25
日
（
水
）

■
贈
与
税

　

申
告
・
納
期
限　

３
月
15
日
（
木
）

納
税
に
は
、
振
替
納
税
が
便
利
で
確
実
で
す
！

　
　

湯
浅
税
務
署　

℡
63
ー
５
３
５
１

　

市
税
滞
納
者
に
対
し
て
不

動
産
や
給
与
、
預
貯
金
等
の

差
押
え
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
、
新
た
な
滞
納
整
理
の

強
化
策
と
し
て
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
を
使
用
し
た
自
動
車
等（
普

通
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
バ

イ
ク
な
ど
）
の
差
押
え
を
行

い
ま
す
。
差
押
え
に
よ
り
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
実
施
さ
れ
た

場
合
、
滞
納
市
税
を
完
納
し
な
い
限
り
、
自
動

車
等
の
運
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

納
税
に
応
じ
な
い
場
合
は
差
し
押
さ
え
た
自
動

車
等
を
引
き
上
げ
、
公
売
し
ま
す
。

　

納
税
を
お
忘
れ
の
方
は
至
急
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
一
括
で
納
付
が
困
難
な
場
合
は

早
急
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

税
務
課
（
内
線
２
３
２
・
３
７
２
）

　
　

健
康
課
（
内
線
３
４
９
・
５
１
５
）

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）の
請
求
受
付
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
特
別
弔

慰
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
福
祉
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者　
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等

の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
位
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

問

問

問問

確
定
申
告
会
場
開
設

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る

　
　 

自
動
車
等
の
差
押
え
を
行
い
ま
す
！

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
受
付
開
始

使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

確
定
申
告
期
限
と
振
替
納
税

問　保健センター
　　℡ 82- 3223

③所得税・市民税
　相談会場

２月16日(金)～
３月14日(水)
（受付）
９時30分～
　　　　15時30分

市役所３階会議室
所得税・市民税の
申告をされる方

税務課

　（内線235・373）

②確定申告会場

２月16日(金)～
３月15日(木)
（受付）
９時～16時

湯浅税務署内
所得税・消費税・贈与
税の申告をされる方

湯浅税務署　６３－５３５１

①税理士による
　無料地区相談会場

２月７日(水)
２月８日(木)
（開設時間）
９時30分～16時

市民会館１階会議室
所得税・消費税の
申告をされる方

会　場

日　時

※土日祝
及び12時～
13時は除く

場　所

対象者

お問合せ

※実際の写真ではありません。
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★アリッサのおはなしかい
　（乳幼児～就園前くらい）
　２月１日（木）、３月１日（木）
　10：30～
　場所　わくわくのもり

★どようえいがかい（子ども向け）
　２月３日（土）13：30～
　「おさるのジョージ」
　場所　市民会館１階リハーサル室

★水曜映画会（おとな向け）
　２月14日（水）14：00～
　「ティファニーで朝食を」
　場所　市民会館１階リハーサル室

★ダグラスのおはなし会（5歳くらい～）
　２月17日（土）14：00～
　場所　わくわくのもり

　 ★もりのかみしばい屋さん
　２月18日（日）14：00～
　場所　わくわくのもり

★読聴読聴音読会（おとな向け）
　２月26日（月）14：00～
　場所　図書館グループ学習室
　定員　10名
※当日13時30分から、図書館
　カウンターで整理券を配布し
　ます。

ど　き　ど　き

ヘンリー・ヒッチングズ／編

浅尾敦則／訳　ポプラ社／出版

「この星の
　　忘れられない本屋の話」

みんな来てね！

有田市図書館　℡82―3220

北京の隠れ家のような書店か
ら、ワシントンＤＣ、ベルリン、
イスタンブールまで。
世界の注目作家１５人が書店
の魅力を描くアンソロジー・
エッセイ集。

あさおあつのり

※いずれも無料です。

「リサイクルブックフェアのお知らせ」

図書館に所蔵していた図書・雑誌を、ご希望の方
に譲渡します。
日時：２月10日（土）13時～16時
　　　２月11日（日）９時30分～16時
場所：市民会館１階　リハーサル室
対象：有田市郡内に在住、または通勤・通学して
　　　いる方
※申込み不要

蔵書点検による休館のお知らせ
休館期間　２月19日（月）～２月24日（土）
貸出冊数の変更　２月５日（月）～２月18日（日）にご利用
　　　　　　　　の方には、お一人15冊まで貸出します。
　　　　　　　　※視聴覚資料及び雑誌はお一人５点まで
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Hospital Topics
■
看
護
相
談
外
来
の
ご
案
内

　

市
立
病
院
で
は
、
通
院
中
の
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
を
対
象
に
、
日
常
生
活
や
介
護
に
関
す
る

相
談
を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
指
導
・
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
日
時
と
相
談
内
容
を
お
電
話
く
だ
さ

い
。

※

完
全
予
約
制
・
一
人
一
時
間
程
度

相
談
料　

無
料

申
込
み　地

域
連
携
室　

℡
82
ー
０
８
８
７
（
直
通
）

■
健
康
講
座
の
ご
案
内

　

皆
様
の
関
心
が
高
い「
認
知
症
」

と
「
腰
痛
」
を
テ
ー
マ
に
、
当
院

理
学
療
法
士
が
講
義
を
行
い
ま
す
。

　

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
第
５
回
講
座

　

テ
ー
マ　
『「
認
知
症
予
防
体
操
」
及
び

「
腰
痛
体
操
」』

　

講
師　

谷
口
善
美
（
理
学
療
法
士
）

　

日
時　

３
月
14
日
（
水
）　

14
時
〜
15
時

　

場
所　

市
立
病
院　

医
局
会
議
室

　
　

医
務
課
庶
務
係　

℡
82
ー
２
１
５
１

【
お
知
ら
せ
】

　

２
月
14
日
（
水
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

講
座『
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
Ａ

Ｃ
Ｐ
）
の
基
本
』
は
、
都
合
に
よ
り
延
期
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問

た
に
ぐ
ち
よ
し

み

■教育相談
日時　平日９時～
　　　　
　教育委員会（内線512）
■青少年相談
日時　平日８時30分～
　　　　青少年センター
　　　　℡0120-783-782
　　　　℡82-3591
■家庭児童相談
日時　月～木　※平日のみ
　　　９時～16時
　　　　
　家庭児童青少年相談室
　℡82-3711
■消費生活相談
日時　毎週月曜日  ※平日のみ
　　　13時～16時
場所　市役所２階
　　　人権相談室
※電話相談も可
　　産業振興課 ℡83-0225

■市民法律相談　※予約制
日時　2/20（火）・3/20（火）
　　　13時～16時20分
場所　市役所３階会議室
　　※弁護士は月替わり
　　※定員10名
　　市民課（内線244）

■合同相談
日時　2/8（木）・3/8（木）
　　　13時30分～16時
場所　文化福祉センター
行政相談委員　石井志通男
　　　　　　　吉川かよ子
人権擁護委員　
（2月）堤敏明・宮本直樹
（3月）栗山勝典・栗山仁美
　　市民課（内線244・368）

問

いし い

よし

みや もと なお きつつみとし あき

くり やま かつ のり くりやまひと み

かわ こ

し づ お

問

場所・問

場所・問

場所・問

問

無 料 そ う だ ん イ ベ ン ト

　有田で活動する合唱サークル、器楽サークルなど多
くの団体が参加します。皆様ぜひお越しください。
日時　2月12日（月･祝）
　　　12時30分～
場所　有田市民会館
　　　紀文ホール
※入場無料

月火水木金

認
知
症
ケ
ア

排
泄
機
能

呼
吸
療
法

感
染
管
理

訪
問
看
護

午
　
前

午
　
後

オレンジコンサート

　日本では滅多に観られず、観られると縁起がよいと
されるカノープス（南極老人星）や冬の星座等を観測
します。
日時　2月19日(月)、20日(火)、21日(水)
　　　19時30分～
場所　河南地区津波時避難拠点地
　　　【有田みかん海道（風車から約1km西）】
※双眼鏡などがあれば持ってきてくだ
　さい。
※曇や雨の場合は中止になります。
※未成年者だけの参加はご遠慮ください。
　　生涯学習課　℡82-2626

冬のスターウォッチング

問

～有田市立病院～
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編
集
・
発
行
　
有
田
市
秘
書
広
報
課

〒
649-0392　

和
歌
山
県
有
田
市
箕
島
50

tel 0737-83-1111　
fax 0737-83-2222

Em
ail 

hisho@
city.arida.lg.jp

U
R
L 

http://w
w
w
.city.arida.lg.jp/

この広報紙は地球環境保護のために、再生紙と
植物油インキを使用しています。

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

広
報
あ
り
だ
2
月
号
　
2018

年
２
月
１
日
発
行

日　時　　３月４日（日）　１４：１５～１５：００
場　所　　有田市民会館　紀文ホール
※入場無料
※２月２日（金）より入場整理券を配布いたします。
＜入場整理券取扱い＞
生涯学習課・市内各公民館・市民会館・文化福祉センター

主に市内の公民館で活動している自主活動サークル
を中心に作品展示・芸能発表などを実施します。子
どもを対象に工作教室や読み聞かせなども行い、ミ
ニ健康チェックコーナーや非常食試食、模擬店も予
定しています。さらに和菓子作りやチョークアート
など体験コーナーも設けています。他にもいろいろ
な催し物が盛りだくさんです。多くの方のご来場を
お待ちしています。

より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

　今年は明治維新から１５０年にあたります。私たちが
良く使う「社会」という言葉が誕生したのは、明治時代
に入ってからで、英語の「society（ソサエティ）」を翻訳
する際に生まれた造語だそうです。最近「ソサエティ５．
０」という言葉を聞かれた方もおられると思いますが、
これは、日本政府が未来へ向け提唱しているもので、仮
想空間と現実空間を高度に融合させた新しい社会づくり
への取組みのことです。
　人類はソサエティ１．０とされる狩猟社会から農耕社
会、工業社会、情報社会へと続いてきましたが、次の史
上５番目の社会では、ロボットや人工知能、ビッグデー
タなどの新たな技術を福祉や産業振興、教育や医療など
の各分野に取り入れていくことで、私たちが快適で活力
に満ちた質の高い生活を送れるように、新しい未来を創
造していくというものです。そのためには、私たち自身

が考え、人としての心を大切にすると
いう原点を意識することが、何より重
要になると感じています。
　先日の成人式において、新成人の
方々に二つの言葉を忘れないで欲しい
と申し上げました。それは、溢れる情
報や多様な価値観が許容される社会においては、自分自
身が未来を想像し、進む道をしっかりと判断するという
意味で「志」、もう一つは人に対する心からのお礼の気
持ちは、何よりも強い意志につながるということから「感
謝」です。
　来たる新しい社会に向け、新成人の大人への門出に大
きな期待を抱きつつ、私も「人づくり」というテーマを
念頭に、本市のまちづくりへの舵取りをしていきたいと
思います。 有田市長　望月 良男
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